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論 文 内 容 要 旨         
近年、世界各国の情報通信網は拡大し続け、情報化社会の発展が加速している。それに伴い、日本国内におけ
るインターネットトラフィックの総量は年率40 ％で急速に増加している。この勢いで増加し続けると、2030 年
には1 Petabit/s (1000 Terabit/s)への到達が現実的となる。この増加に対応するために、バックボーンネットワ
ークの高速化が重要な課題となっており、単一波長テラビット伝送技術への関心が高まりつつある。 
超高速光伝送を実現するための手法の一つとして、超短光パルス信号を光領域で時間多重する光時分割多重
(OTDM: Optical Time Division Multiplexing)技術がある。OTDMは電子回路の速度を遥かに上回る伝送速度を
単一チャネルで実現することができる。しかしながら、通常の光パルスは、シンボルレートの高速化に伴いその
スペクトル幅が著しく広がってしまうため、光ファイバ中の波長分散や偏波モード分散  (PMD: 



















































? ? 第4章では、光ナイキストパルスを用いた2.56 Tbit/s/ch (640 Gbaud)-525 km偏波多重DQPSK伝送につ
いて述べている。具体的にはまずナイキストパルス伝送を実現するための要素技術として、光ナイキストパルス
の生成および多重分離について述べている。特に、ナイキストパルスの多重分離においては、シンボル点付近の
信号成分のみを抽出する必要がある点が通常のRZパルスと大きく異なる。そこで、NOLM (Nonlinear Optical 
Loop Mirror)を用いた超高速光サンプリング回路を用いて640 →40 Gbaudへの多重分離を新たに実現している。
2.56 Tbit/s/ch-525 km偏波多重DQPSK伝送の符号誤り率特性を図3に示す。ナイキストパルスの高いPMD耐
力により、300 km伝送においてガウスパルスでは2.0×10−5が限界であった誤り率が2.0×10−7まで約2桁改善さ















験結果からも、ナイキストパルスを用いたOTDM 伝送に最適なロールオフ率は 0.5 付近であることを明らかに
している。 




多重伝送において、640 Gbaud- 525 km伝送時と同程度の偏波間クロストークが300 km伝送時点で生じている






図5 1.28 Tbaud単一偏波信号の300 km伝送後の誤り率とその伝送パワーの依存性 
 
 第6章は結論であり、各章の成果について述べた後、本研究の今後の展望を述べている。 
以上、本論文は、超短光パルスの長距離伝送において障害となっていた 2次PMDによる偏波チャネル間
クロストークの低減に、光ナイキストパルスが有用であることを実証し、本光パルスを用いて従来の RZ パ
ルスでは困難であった2.56 Tbit/s/ch-525 kmの超高速・長距離伝送を実現したものである。今後さらなる高
速化に向けた課題として、信号光のOSNR改善による伝送性能の向上、コヒーレントナイキストパルスによ
る多値変調の導入などが挙げられる。 
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